
近 代 詩 文 書 最 優 秀 作 品 （７月１５日締切分）

武良霜伯先生選評

塚
　
越
　
渉
　
空
　
　
　
推
選

険
し
く
ゴ
ツ
ゴ
ツ
と
し
た
山
々

の
高
く
聳
ゆ
る
様
を
、
強
い
線

で
表
現
し
て
い
て
爽
快
。
歌
の

中
段
辺
り
、
雲
の
切
れ
間
か
ら

覗
く
明
る
い
夏
空
の
よ
う
で
、

余
裕
す
ら
感
ず
る
快
作
で
す
。

吉
　
田
　
郁
　
江
　
　
　
推
選

縦
横
無
尽
に
紙
面
を
切
っ
て
ゆ

く
腕
の
動
き
、
振
幅
の
大
き
さ

が
若
々
し
い
。
落
筆
の
高
さ
が

生
命
線
。
字
間
、
上
下
部
の
行

間
に
も
更
に
気
を
遣
い
た
い
。

大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

蓑
　
島
　
蒲
　
邕
　
　
　
推
選

今
作
は｢

ま
白
し
夏
の
砂
原｣

歌
意
に
合
っ
た
ム
ー
ド
が
、
淡

墨
の
美
し
さ
に
依
り
助
長
さ
れ

ま
し
た
。
幾
度
か
取
り
上
げ
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
詩
の
内

容
で
墨
色
も
考
え
た
い
で
す
。

田
　
尾
　
雅
　
尚
　
　
　
推
選

剛
毛
か
竹
筆
を
刷
毛
の
よ
う
に

遣
っ
た
制
作
ア
プ
ロ
ー
チ
に
目

が
奪
わ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
濃

墨
の
強
さ
が
相
俟
っ
て
、
緊
張

感
の
あ
る
作
品
と
な
り
、
斬
新

さ
も
兼
ね
備
え
て
い
る
。

32



藤田壽樹先生選評

山
　
本
　
昌
　
子
　
　
　
推
選

好
太
王
碑
の
形
体
や
素
朴
な
味

わ
い
を
良
く
捉
え
て
、
薬
籠
中

の
物
と
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ

ら
れ
る
。
画
数
の
違
う
文
字
の

配
置
も
巧
み
で
、
練
度
の
高
さ

が
窺
わ
れ
て
素
晴
ら
し
い
。

森
　
田
　
茱
　
香
　
　
　
推
選

程
良
く
押
さ
え
た
文
字
の
大
き

さ
に
、
明
る
く
暢
び
や
か
で
雅

味
溢
れ
た
線
が
豊
か
に
輝
い
て

い
る
。
章
法
や
落
款
も
見
事
で

完
成
度
が
高
い
。
心
穏
や
か
な

中
に
技
も
と
も
な
っ
た
快
作
。

佐
　
藤
　
静
　
漣
　
　
　
推
選

墨
量
豊
か
に
肉
太
で
粘
り
の
あ

る
線
が
大
変
魅
力
的
。
さ
り
気

な
く
出
し
て
い
る
線
の
揺
ら
ぎ

が
心
憎
い
。
一
行
に
九
文
字
も

悠
然
と
し
て
収
ま
り
、
落
款
と

合
わ
せ
て
力
量
の
高
い
作
品
。

室
　
谷
　
布
　
揚
　
　
　
推
選

呼
吸
の
長
い
ゆ
っ
た
り
と
し
た

雰
囲
気
。
や
や
細
身
の
線
を
駆

使
し
た
大
ら
か
な
運
筆
で
紙
面

を
広
々
と
捉
え
て
い
る
。
墨
量

の
変
化
、
潤
渇
の
変
化
を
も
っ

と
つ
け
る
と
更
に
良
い
と
思
う
。

漢 字 条 幅 最 優 秀 作 品 （７月１５日締切分）
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か な 条 幅 ・ か な 半 紙 最 優 秀 作 品 （７月１５日締切分）

露﨑桂子先生選評 吉澤真理先生選評

二
階
堂
　
友
　
美
　
　
　
推
選

筆
先
の
効
い
た
ピ
リ
ッ
と
引
き

締
ま
っ
た
線
条
、
紙
に
く
い
込

む
線
が
作
品
を
盛
り
上
げ
、
存

在
感
を
示
し
て
い
ま
す
。
全
体

の
バ
ラ
ン
ス
も
良
く
魅
力
的
な

作
で
す
。

市
　
来
　
み
ち
子
　
　
　
推
選

自
然
な
気
息
に
乗
せ
て
快
調
に

書
き
進
み
ま
し
た
。
迷
い
の
な

い
運
筆
は
温
和
で
淀
み
な
く
流

れ
、
作
品
を
伸
び
や
か
に
息
づ

か
せ
て
い
ま
す
。

桐
谷
星
子
　
　
師
範

丁
寧
な
筆
の
運
び
で

原
帖
の
特
色
を
よ
く

捉
え
て
い
ま
す
。
特

に
、
三
字
四
字
連
綿

が
自
然
に
流
れ
て
い

て
、
安
心
感
の
あ
る

作
と
な
り
ま
し
た
。

平
野
玉
惠
　
　
師
範

抑
揚
の
あ
る
堂
々
と

し
た
運
筆
に
日
頃
の

学
び
の
成
果
が
観
ら

れ
ま
す
。
渇
筆
も
無

理
の
な
い
美
し
い
線

で
書
か
れ
て
い
て
、

魅
力
あ
る
作
で
す
。

花
上
サ
ト
代
　
準
師

す
っ
き
り
と
し
た
線

質
が
と
て
も
爽
や
か

で
す
。
渇
筆
部
分
に

も
う
少
し
変
化
が
加

わ
る
と
更
に
表
情
豊

か
な
も
の
に
な
る
で

し
ょ
う
。

平
田
煌
零
　
　
八
段

強
弱
の
き
い
た
の
び

や
か
な
運
筆
で
、
紙

面
に
マ
ッ
チ
し
て
い

ま
す
。
最
終
行
の
連

綿
・
流
れ
を
意
識
す

る
と
更
に
良
い
作
品

に
な
る
で
し
ょ
う
。

中
山
玉
松
　
　
準
八

大
ら
か
で
、
伸
び
や

か
な
心
地
よ
い
作
で

す
。
中
心
二
行
の
位

置
と
潤
渇
の
変
化
に

配
慮
す
る
と
、
更
に

広
が
り
が
出
る
で
し

ょ
う
。

柳
瀬
緑
風
　
　
七
段

穏
や
か
な
書
き
ぶ
り

と
流
れ
る
様
な
連
綿

線
に
好
感
が
持
て
ま

す
。
潤
渇
の
変
化
も

美
し
く
表
現
さ
れ
て

い
て
、
練
度
の
高
さ

が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
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漢 字 半 紙 最 優 秀 作 品 （７月１５日締切分）

伊藤漠仙先生選評

伊
藤
韶
華
　
　
師
範

峻
険
な
結
体
と
用
筆

は
、
良
く
張
猛
龍
碑

の
特
徴
を
捉
え
て
い

て
敬
服
致
し
ま
す
。

章
法
も
申
し
分
な
く
、

直
線
の
利
い
た
力
強

さ
は
、
安
心
し
て
見

て
い
ら
れ
ま
す
。

高
橋
真
理
子
　
師
範

用
筆
は
遒
逸
で
、
全

体
の
バ
ラ
ン
ス
に
秀

で
て
い
ま
す
。
縦
へ

の
気
持
ち
の
流
れ
が

自
然
で
、
線
質
の
深

み
も
あ
り
、
修
練
の

程
が
窺
え
ま
す
。

竹
内
心
彩
　
　
準
師

用
筆
は
險
絶
で
迫
力

が
あ
り
、
筆
力
は
雄

健
に
し
て
お
ご
そ
か

で
す
。
潤
渇
の
変
化

も
自
然
で
魅
力
あ
る

作
品
で
す
。
余
白
の

美
し
さ
も
あ
り
、
表

情
も
豊
か
で
す
。

野
村
麗
泉
　
　
師
範

運
腕
大
き
く
伸
び
や

か
で
、
潤
渇
の
変
化

が
巧
み
で
す
。
柔
ら

か
さ
の
あ
る
筆
致
で

品
格
の
あ
る
作
品
で

す
。
白
と
黒
の
調
和

が
見
事
で
す
ね
。
落

款
迄
一
貫
性
有
。

小
林
優
斗
　
　
八
段

起
筆
の
打
ち
込
み
、

右
肩
上
が
り
の
横
画

等
、
良
く
原
帖
の
雰

囲
気
を
摑
ん
で
い
て

秀
抜
で
す
。
筆
勢
が

強
く
、
躍
動
感
・
緊

張
感
の
あ
る
形
体
が

優
れ
て
い
ま
す
。

堀
　
桂
晶
　
　
師
範

章
法
抜
群
で
、
全
体

の
調
和
が
優
れ
て
い

ま
す
。
筆
意
や
連
綿

等
、
空
間
の
処
理
が

素
晴
ら
し
い
で
す
。

日
頃
か
ら
古
典
の
勉

強
に
精
進
さ
れ
て
い

る
賜
で
し
ょ
う
。

伊
藤
恵
子
　
　
七
段

良
く
手
本
を
見
て
勉

強
さ
れ
て
い
る
書
作

態
度
に
は
好
感
が
持

て
ま
す
。
力
ま
ず
伸

び
や
か
な
線
と
、
や

る
気
に
満
ち
た
明
る

い
作
品
構
成
に
は
、

頭
が
下
が
り
ま
す
。

吉
原
彩
栬
　
　
七
段

濃
墨
で
重
厚
に
書
か

れ
て
い
て
、
揺
る
ぎ

の
な
い
好
作
品
で
す
。

転
折
等
力
強
く
リ
ズ

ム
良
く
、
俊
俏
な
雰

囲
気
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
作
品
も
白
と
黒

の
調
和
が
素
敵
。

阿
彦
應
玖
　
　
六
段

始
筆
の
角
度
、
送
筆
、

転
折
、
終
筆
の
押
さ

え
等
、
真
面
目
な
臨

書
に
は
感
服
し
ま
す
。

潤
渇
の
変
化
も
自
然

で
、
全
体
に
調
和
の

と
れ
た
完
成
度
の
高

い
逸
品
で
す
。

小
野
綾
子
　
　
準
六

筆
の
動
き
が
良
く
、

筆
管
を
筆
の
行
き
た

い
方
へ
倒
し
な
が
ら

の
送
筆
は
立
派
で
、

自
己
薬
籠
中
の
も
の

に
し
て
い
ま
す
。
き

っ
と
行
草
が
得
意
な

方
な
の
で
し
ょ
う
。

小
串
優
子
　
　
二
級

自
然
体
で
良
く
手
本

を
観
察
し
て
心
地
良

い
で
す
。
素
直
な
運

筆
が
、
観
る
人
に
心

の
安
ら
ぎ
を
与
え
ま

す
。
転
折
の
処
理
も

確
か
で
、
こ
の
調
子

で
頑
張
っ
て
下
さ
い
。

兜
山
真
芳
　
　
準
六

筆
に
墨
を
た
っ
ぷ
り

と
つ
け
て
、
ゆ
っ
た

り
と
遅
速
の
変
化
を

出
し
て
書
作
し
て
い

ま
す
。
堂
々
と
し
た

落
ち
着
き
の
あ
る
書

き
振
り
に
好
感
が
持

て
ま
す
。｢

軍｣

字
良
。
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